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　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2013年度NHK歳末たすけあい配分金　神奈川県共同募金会）

全国障害学生支援センター

　　　（2014年5月23日）　
　全国障害学生支援センターでは、下記の要領で｢地域生活支援事業における通学等状況調査（以下、本調査あるいは通学支援調査と略す)｣を実施します。

1．調査の概要

　障害者総合支援法の「地域生活支援事業」では、地域の特性や利用者の状況に応じて各自治体が要項を定めて支援を行うことができます。本調査では、その一環として行われている「移動支援事業」における障害者（児）の通学等に対する支援の状況について調査を実施します。各市の回答内容および結果の分析（報告書）はホームページなどで公開いたします。お寄せいただいた回答内容は、そのまま掲載させていただきます。
2．調査の目的

　当センターが全国すべての大学に対して行った「大学における障害学生の受け入れ状況に関する調査2013」では、各大学での障害学生支援の現状が明らかになりました。全体として障害者の大学進学に対し認知度が高まったことが評価できます。その一方、障害の重度化・多様化に伴い、入試や授業等学習面にとどまらず、通学や学内での移動・食事等学内生活全般にわたる支援のニーズが高まっています。そこで重点課題となっている通学等支援について、各自治体の関係部署に状況を調査し、結果をまとめて公表致します。
3．調査対象・調査方法

　対象：政令指定都市20箇所、中核市42箇所、東京特別区23箇所など　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計100箇所程度の障害保健福祉主管課

　方法：当センターから調査票を郵送し、回答を記入して返送いただきます。
※郵送調査とあわせて、直接担当部課の方を訪問し、より詳しくお話を伺う場合がございます。ご協力をよろしくお願い申し上げます。
　基準日：2014年6月1日時点の内容をご記入ください。
4．調査日程等

2014年5月26日(月)…調査開始
2014年7月15日(火)…調査の回答締め切り(必着)
回答到着後…ご返送いただいた回答は、当センターで内容を確認し、不明な点がある場合には問い合わせをいたします。そして正確な回答を確認して内容を確定します。

※確定した回答内容は、本調査の回答として当センターに保管いたします。回答確定後は、回答内容の変更は原則として行いません。あらかじめご了承ください。

　
確定した回答の一般公開[予定]

　2014年9月…各市の回答内容を順次当センターのホームページで公開いたします。
　2015年３月…報告書を作成し各市へお送り致します。
５．送付資料・送付先

今回調査の関連資料は、各市の障害保健福祉主管課宛に送付させていただきました。同封の内容は以下の通りです。ご確認いただけると幸いです。

①調査依頼文　②調査要項（本用紙）　③調査票（記入の上ご返送ください）
④返送用封筒（切手貼付）
以下、当センターの資料としてご活用ください。
⑤全国障害学生支援センターリーフレット　⑥機関誌『情報誌・障害をもつ人々の現在』

⑦書籍『大学案内2008障害者版』　

⑧書籍『大学案内2014障害者版』より抜粋「大学における障害学生受け入れの現状2013年12月」
６．回答の返送方法について

ご記入いただきました回答は、７月15日(火曜日) 必着 で以下まで郵送でご返送ください。

　返送先：全国障害学生支援センター
　　　　　〒252ー0318　神奈川県相模原市南区上鶴間本町3-14-22 田園コーポ3号室
ホームページ 　http://www.nscsd.jp/
※本調査の実施に関する追加・変更は当センター責任のもとにホームページで発表いたします。
※本調査は、2013年12月1日から25日まで実施された、「2013年度NHK歳末たすけあいの配分金（社会福祉法人 神奈川県共同募金会）」により実施しています。
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